
配置薬剤の使用目安（ワクチン救護所限定）   2021.5.25.1 
※アドレナリン以外の薬剤は、使い慣れていない場合 

無理に使用する必要はなく、救急搬送を優先 
 

１．アドレナリン注 0.1％シリンジ「テルモ」   
適応：①アナフィラキシー ②急性低血圧・ショックなど 
使用法：（0.7mL捨てて）0.3ｍＬを大腿部中央の前外側に筋注、 

5～15分毎繰り返す 
 

 
２．ミダフレッサ静注 0.1％（1V=10ｍL＝10ｍｇ） 
適応：痙攣・てんかん発作 
使用法：高齢者 2.5mL、成人５ｍLを 1分以上かけて静注 
※呼吸抑制に注意。（アンビューバッグを用意） 
 
 
２’．ホリゾン注射液10ｍｇ（1A=2ｍL=10ｍｇ） 
適応：痙攣・てんかん発作時 
使用法： 1A を筋肉内、または静脈内にできるだけ緩徐に注射。 
※呼吸抑制に注意。（アンビューバッグを用意） 

 
 
３．アタラックス P 注射液 25ｍｇ（1A=1ｍL=25mg） 
適応：不安・緊張 
使用法：①１A筋注（揉まないこと！！） 

②１Aを生食100mlに混注し点滴静注（30～60分程度） 
③１Aを１分以上かけてできるだけゆっくり静注 

 
 

４．ソル・コーテフ静注用 100mg,500ｍｇ 
適応：ショック・喘息発作 
使用法： 100~500mgを点滴内混注 
 
 
５．フェキソフェナジン塩酸塩OD錠 60mg 
適応：じんま疹など 
使用法：12才以上：1回１錠内服、7～12才：1回 1/2錠内服 
 
 



6.メプチンエアー10㎍吸入（初回のみ前準備として空打ちを2発） 
適応：喘息発作 
使用法：（成人 1回 2吸入、小児1回 1吸入） 
ⅰ）オープンマウス法（介助者はフェイスシールド・手袋を） 
①マスクをしたまま口を開けて息をはいてもらう。 
②口を開けたまま本人がマスクを外し、介助者が外からﾒﾌﾟﾁﾝｴｱｰ 
を吹き込む。 

③すぐに口から息を深く吸って、マスクをして5秒間息を止める。 
④ 成人の場合①～③をもう一度 
 

ⅱ）エアロチャンバープラス使用（介助者はフェイスシールド・手袋を） 
①マスクをしたまま口を開けて息をはいてもらう。 
②ｴｱﾛﾁｬﾝﾊﾞｰﾌﾟﾗｽにﾒﾌﾟﾁﾝｴｱｰをはめ込み１プッシュ 
③マスクを外し、ｴｱﾛﾁｬﾝﾊﾞｰﾌﾟﾗｽを口に当てて、 
ゆっくりと深く吸い込む 

④マスクをして 5秒間息を止める。 
⑤成人の場合①～④をもう一度 
 

 ※メプチンエアーは使用ごとにアルコール消毒 
※エアロチャンバープラスの消毒方法 
  ①一人使用ごとに手袋をつけて行う 
  ②0.05%次亜塩素酸ナトリウム液に30分間つけ置き 
  ③流水で洗い流す 
    ④自然乾燥させる           ※0.05%次亜塩素酸ナトリウム液の作り方 

 


